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本取扱説明書内に表示している注意事項は電動ソファを安全にお使いいただく上でお客様や他の人々への
危害や物的損害を未然に防止するためのものです。内容により「警告」「注意」に区別しています。

リクライニング操作中に異臭（こげ臭い）を感
じたり、その他異常を感じたら直ちにスイッチ
の操作を中止し、電源プラグを抜いておいてく
ださい。
販売店にご相談ください。

プラグを
抜く

長時間使用しないときや外出の際は誤作動や事
故を防ぐため、電源プラグをコンセントから抜
いてください。
思わぬ事故や破損がおきるおそれがあります。プラグを

抜く

電源プラグを抜くときはコードを持たずに先端
のプラグを持ってください。
コードの断線につながり、事故や破損・感電の原因に
なります。プラグを

抜く

この表示の欄は、「死亡また
は重症などを負う可能性が
想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能
性または物的損害のみが発生する
可能性が想定される」内容です。

本製品やスイッチの分解、改造、修理は危険で
すので絶対にしないでください。

故障や修理は販売店にご相談ください。分解禁止

濡れた手で電源プラグの抜き差しはしないでく
ださい。
感電の原因になります。

禁止

たこ足配線など定格を超える使い方や交流 100V
以外では使用しないでください。

発熱、火災などの原因になります。禁止

必ず守る

電源プラグのほこりは定期的に取り除いてくだ
さい。

火災、ショートの原因になります。

必ず守る

お子様や意思表示のできない方にスイッチを絶
対に触らせないようにしてください。

思わぬ事故が起きるおそれがあります。

必ず守る

本体の下にもぐり込まないでください。
ケガをするおそれがあります。

電源プラグや電源コードを交換したり、傷つけ
たり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理
に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、重い
ものを乗せたり、束ねたりしないでください。
・火災や感電の原因になります。
・傷んだプラグやコードは絶対に交換、分解、修理、
　改造をしないでください。
・プラグやコードが破損したときは直ちに使用を中
止し、販売店にお問合せください。

分解禁止

●安全上のご注意
• ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使い下さい。
•お読みになった後は必ず大切に保管してください。



組み立て中・リクライニングの作動中に指など
を挟まないように十分に注意してください。

ケガをするおそれがあります。はさみこみ
注意

リクライニング操作中は足部と床の間に体の一
部を置かないでください。

ケガをするおそれがあります。はさみこみ
注意

“背部を倒した状態” や “足部を
上げた状態” で、背部や足部の
上に乗ったり座ったりは絶対に
しないでください。
故障や破損の原因や事故、ケガ
のおそれがあります。

禁止

0 2

必ず守る

本体はラグなどの敷物の上に設置してください。
たたみやフローリングなどにキズをつけるおそれがあ
ります。

必ず守る

人が座っていない状態で作動させないでください。
思わぬ事故が起きるおそれがあります。

必ず守る

本体は突起物や傾斜・段差のない、平らな場所
に設置してください。

思わぬ事故や破損が起きるおそれがあります。

必ず守る

本体の設置は壁や家具などから十分な距離を
取ってください。
壁や家具にキズをつけたり、色移りしたりする
おそれがあります。

背部を倒した状態や足部を上げた状態や作動中
に、背部・足部の上で立ち上がったり腰掛けた
りしないでください。

必ず守る 思わぬ事故がおきるおそれがあります。

本体の上で飛び跳ねたりしないでください。特
にお子様などがトランポリン遊びをしないよう
にしてください。
思わぬ事故や破損がおきるおそれがあります。禁止

機械油など油成分や化学薬品などの成分が浮遊し
ている場所では使用しないでください。

事故がおきるおそれがあります。禁止

ストーブまたは可燃性の物や火気の近くでは使
用しないでください。

事故や火事になるおそれがあります。禁止

本製品は一般家庭用です。業務用および本来の目
的以外では使用しないでください。また、本製品
は介護用・医療用ではありません。
事故になるおそれがあります。禁止

コードを固定している結束バンドは切らないで
ください。

断線や破損のおそれがあります。禁止
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修理に出す前に以下についてもう一度点検してください。それでも正常に作動しない場合はお買い上げの販売店
に修理を依頼してください。絶対に分解したり、修理改造はしないでください。異常作動をしてケガや事故のお
それがあります。

●故障かな？と思ったら

・電源コードの電源プラグが確実にコンセントに差し込まれていますか？

　電源コードの電源プラグを確実にコンセントに差し込んでください。

・コンセントに電気がきていますか？

　コンセントに他の器具を接続して電気がきているか確認してください。

スイッチの
ボタンを押しても
まったく動かない

●本説明書をよく見て、あらかじめ内容を把握してから組立ててください。

●組立は大人の方が説明書に従って組み立ててください。

●手をケガしないよう必要に応じて手袋をしてください。
●組立作業は十分にスペースを確保し、フローリング（木製床）などにキズがつかないように、商品を梱包しているダンボー
　ルケースの上で行ってください。

●組立の際は、近くにお子様やペットがいないか十分に注意してください。

組立時のご注意

●開梱される際は、カッターナイフ等鋭利な物をご使用にならないでください。張地を傷つける恐れがあります。
●「直射日光の当たる場所」には設置しないでください。変色・劣化の原因になります。
●「高温多湿な場所」には設置しないでください。ダニ・カビが発生しやすくなります。
●本製品を壁、壁紙などに密着させないでください。壁、壁紙等が変色することがあります。
●移動するときは、座面の下に手をかけ大人２人以上で運んでください。また、引きずったり強い衝撃を与えないでください。
　床面の傷、製品の変形・破損、ケガの原因となります。

●開梱時に、稀に表面のシワ、変形等が見られる場合がありますが、輸送中におこったものなので、ご使用されるうちに自然
　に回復します。また、叩いたり張地を軽く引っ張ると回復も早くなります。

●コードの配線時にソファ本体や構造部、その他の物に干渉していないか動作確認をしてご使用ください。
●コードの上に物を乗せたり踏んだりしないようにして下さい。断線や思わぬ事故の原因となります。

設置時のご注意

●本体を踏み台にしたり、重いものを乗せたりしないでください。思わぬ事故や破損がおきるおそれがあります。

●使用前にコードが本体に巻き込まれていないか、動作中に巻き込まれないか確認してください。

●濡れた体で腰掛けたり、濡れた洗濯物などを乗せないでください。カビや汚れ・シミの原因になります。

●保護者の目の届かないところで、小さなお子様に使用させないでください。思わぬ事故の原因になります。

●スイッチの操作は必ず大人の方が行ってください。また、周囲にお子様やペットなどがいないことを確認して行ってくださ
　い。思わぬ事故やケガをする恐れがあります。

●スイッチの操作は本製品に座っている人が行ってください。

●本製品のひじ掛けには腰掛けないでください。思わぬ事故の原因になります。

●家具から離れる際は本製品の足部を閉じた状態にし、手足を機械に近づけないでください。

●部品の紛失、破損、摩耗が発生した場合は、ご使用を止め、販売店にご相談ください。
●製品を廃棄する場合は、専門の業者にご依頼ください。焼却すると有害ガスが発生する場合があります。

使用上のご注意
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●背クッションの取付方法

背クッション、座クッションそれぞれの接続パーツが噛み合うようにして、背クッションを差し込みます。
最後にカチッと音が鳴るまで差し込めば完了です。
※差し込んでもグラつきがある場合は、接続パーツがかみ合っていない場合がございますので、取り外して再度差し込んでください。

接続パーツ

●本体の連結方法

本体の連結をする際は、連結部分①に連結部分②を重ねるようにして連結させ、奥まで入れ込みます。
※３人掛け、３人掛け２割れ、２人掛けのみ。

接続部分アップ

②分部結連①分部結連
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●コードの接続方法

③③

②

①②のコードはソファの脚のフレームに結束バンドで取り付けられています。
座面の裏からコードを取り出してください。
コードを取り出した後、各コードを接続しコンセントにつなげてください。
※①②を固定している結束バンド以外は切らないで下さい。

①

図：座面の裏
①②コード
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本製品では、本体に付いているスイッチを操作して、お好みの角度に位置調整が可能です。
スイッチのボタンを押すと、自動で各部位のリクライナーが作動します。
ボタンを途中で離すと、その位置で固定されます。また、ボタンを押し続け、定位置に達すると動作が停止します。

●スイッチの操作方法




